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	応用
	抗原情報
	背景
	セカンドメッセンジャーであるイノシトール1,4,5-トリスリン酸をIns(1,3,4,5)P4にリン酸化することにより、イノシトールリン酸代謝を制御します。イノシトール1,4,5-トリスリン酸3-キナーゼの活性は、細胞シグナル伝達に重要な多数のイノシトールポリリン酸のレベルを調節する役割を担っています。カルシウム/カルモジュリンとタンパク質リン酸化の両方のメカニズムによって、その活性が制御されています。また、in vitroにおいて、環状AMP依存性タンパク質キナーゼ、カルシウム/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼII、およびタンパク質キナーゼCの基質でもある。[RefSeq提供、2011年4月],触媒活性:ATP + 1D-ミオイノシトール1,4,5-トリスリン酸 = ADP + 1D-ミオイノシトール1,3,4,5-テトラキスリン酸。,酵素調節:IP3Kはカルモジュリンによって活性化される。,類似性:イノシトールホスホキナーゼ（IPK）ファミリーに属する。,
	研究分野
	イノシトールリン酸代謝;カルシウム;ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系;
	画像データ
	

	IP3KA抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	IP3KAポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

